愛媛県バスケットボール協会　審判委員会
審判委員長　様
全国大会参加報告書
２０２２年　８月２６日
報告者　　二宮　光司　
この度参加しました、全国大会について報告します。
なお、この報告書が、審判委員会ホームページ等に掲載されることを了承します。
	大会名
	令和４年度全国中学校体育大会　第５２回全国中学校バスケットボール大会

	報告者
	　二宮　光司(報告者)　　　　　　　　　　　　（所属カテゴリー）U15

	期　日
	２０２２年　８月　２１日（日）　　から　　２０２２年　８月２３日（火）

	会　場
	北海道立総合体育センター（北海きたえーる）、北ガスアリーナ札幌４６

	講　師
	前田喜庸氏(インテグリティ関係)・加藤暁生氏(審判会議大会前研修)他本部派遣審判員の皆様
※コロナ対策の観点からゲーム主任等は設けない

	参加者
	本部派遣審判員、PBA派遣審判員、開催地審判員　計116名

	事前研修
(ZOOM)
	　まずはインテグリティとして、HCによる暴言や大げさな異論表現については厳正にTFを記録していくようにとのお話があった。その一方で、TFを盾にHCと対立するのではなくコミュニケーションをしっかりと取り、HCとの関係を築いていく力も求められる。しかし、審判によってそのコミュニケーションスキルに得意、不得意が見られる。審判の１つの技術として必須のスキルであるため、挑戦してほしいとの話であった。そのコミュニケーションの背景として、「嘘がないこと」「根拠がある判定を積み重ねていること」が大切であるとのことであった。
今大会で重点的に取組んでいくこととして、
①処置ミスゼロ
　ベーシックなメカニクス、ベーシックなIOTの遂行が必須。その中で処置ミスを起こさないためにどのような取組みが必要か。もし起きたときには、どのように対処すべきかをPGCで確認しゲームに臨むようにしてほしいとのことであった。

②トラベリング
　昨年度から重点的に取組んでいるステップ等をJBAのHPにアップされているガイドラインの動画等も確認し取り上げてほしいとのことであった。特にゲーム序盤でのテンポセットを徹底してもらいたいとのことであった。

③リーグ戦であること
　初日は３チームのリーグ戦であるため、得失点差が結果に関わってくる。そのため点差に関わらず、ゲーム終了のブザーが鳴るまでレフェリングしてほしいとのことであった。

④ポジションアジャスト
　ゲームをコントロールするためのフローの中に「ベーシックなメカニクス」があり、その１つのツールとしてポジションアジャストがある。ポジションアジャストと一言にいっても広大なテーマであるため、いくつかの映像と場面に分けながらアジャストの方法について話していただいた。アジャストの材料として、フロアバランス、チームの戦術、点差と時間、オフェンスとディフェンスの距離感や位置関係など様々なものから、プレイの数秒先を予測できるようになっていけるとよいとのことであった。
以上の４点について映像も交えながら講義をしていただいた。

	ゲーム①

	ゲーム　女子予選リーグ　
北星女子(北海道１)　対　純心女子(九州３)
CC　報告者　　U1　片山　峻氏(京都)　U2　佐々木　琴美氏(神奈川)
　　　主任なし
■講習内容　及び　ミーティング内容
　予選リーグの第１試合で地元チームの割当をいただき、PGCではこのゲームのテンポセットが今大会全体のテンポセットにもつながることを確認しゲームに入った。TOも中学生が担当するため、クロックや得点の管理にも注意が必要なゲームであった。クルーとしての反省では、プライマリー外から笛を入るケースがあったが、プライマリーの審判はそのプレイをどのように見ていたのか、本当にセカンダリーとして笛が入ってもよい事象だったのかを映像で検証しないといけないと思った。また、トラベリングは「明らかなもの」をしっかりと取り上げることができた。ゲーム中にショットクロックがリセットされたケースがあったが、リングにかすったのかどうか確証がうすく、自分自身がCCメンタリティーを発揮できなかったことが課題であった。

	ゲーム②
	ゲーム　男子決勝トーナメント１回戦

布水(北信越１)　対　京都精華(近畿１)
CC　加藤　琢也氏(北海道)　U1　報告者　U２　三﨑　浩介氏(東京都)
　　　主任（福岡　敏徳氏）
■講習内容　及び　ミーティング内容
　決勝Tでブロック予選１位同士の対戦となる好カードであった。３人でゲーム中よく目が合い様々な情報を、アイコンタクトやジェスチャー、ボイスで共有できたゲームだった。クルーでのコーリングについても丁寧にできていて良かったとほめていただいた。途中、選手がコンタクトに対しインテンシティが上がる場面が見られたが、声を掛けるなどデッドボールオフィシエイティングもできていて、審判によりコントロールされたゲームであったと言っていただけた。個人的には、ゲーム中にオフェンスからコンタクトをしてこけていると判断したケースでも映像で見返すとディフェンスファールに見えるケースがあり、改めてレフェリーディフェンスの重要性と難しさを感じたので、今後修正しトライしていきたい。

	所感
	　コロナ感染者が急増する中、ＪＢＡをはじめ北海道バスケットボール協会の皆さん他、大会に関わるたくさんの方の尽力により全中が開催されたことに深く感謝申し上げます。たくさんの方のお力でゲームと大会が成立し、そこに審判として携われたこと、また、全国のたくさんのバスケットファミリーのみなさんと一緒に大会に関われたことを大変うれしく思います。
　今大会を通して見つかった課題を一つ一つクリアし、また次の大会向けて力をつけていきたいと思います。また、来年度は四国ブロック香川県での全中開催となります。ブロックの仲間として力になれるよう準備していきたいと思います。本大会へ派遣してくださった愛媛県協会の皆様に感謝申し上げ、報告とさせていただきます。


· 原文のまま、ホームページ等に掲載されます。
· 用紙が足りない場合は、各自追加してください。
